















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































9（度） f・M。 O。（m） θ（度） f・M。 O。（m）
“ 一　　〇 止　⊥　■　』　　1　1　　1　　　…　■　一　L ’　1　　　一　　　　一　　　　一　■　’　■　… 一　’
10．506 585．0 ＿10．64 1．023 590．O 10．39
±O．005㎜
（0．O06） （0．1以下） （一0．06） （O．023） （O．1以下） （O．23）
1O．685 584．8 ＿12．47 O．986 590．1 10．02
土O．05㎜
（O．185） （一〇．2） （一1．89） （一〇．O14） （0．1） （一0．14）
10．77 585．4 一13．35 1．592 588．8 16．15
土O．5　m















X＝600 ×1O■2 ×1O■4 x1〇一2 x10’2 ×10－2 x10’3 ×1O’1 ×1〇一2
Y＝50 1 一9．16 一4．16 2．44 一9．57 一1．58 一3．31 6．37 一3．84
■
X＝300 x1O－2 x10’4 ×10－2 x1O’2 ×10’2 x1O－3．　×10■1 ×1012
Y＝50 1 一9．32 一3．53 2．02 一4．83 ＿1．58 ＿1．67 一6．89 一2．64
■　… ■　L　』　皿　1　　■　　　■
X＝一300 ×1O■2 ×10－4 ×1O’2 ×10■2 ×1O－2 ×10■ヨ ×10－1 x10－2
Y＝50 1 一9．62 一1．95 1，12 4．96 ＿1．58 134　i ＿6．51 ＿0．14
X＝一600 ×1O■2 x1〇一4 x10■2 ×10■2 ×1O■2 ×10－3 ×10’1． x10－2
Y＝50 1 一9．92 一1，16 O．67 9．85 一1．58 4．34 一5．59 0．93
標定点
位　置










∂y ∂X ∂Y ∂（f・M砂） ∂H ∂炉 ∂θ
x10－3 x10－1 x10■3
■
X：50 ×1O’2 ×10－5 x1O’3 ×10■2 ×10
Y＝600 1 1．73 一〇．89 7．78 ＿12．40 一5．07 一2．03 ＿3．11 一2．05
X＝50 ×10’3 ×1O’1 ×10’3 ×1O■2 ×10I5 ×10’3　×1O－2 x10
Y＝300 1 1．08 一0．93 4．23 ＿8．15 一5．07 一1．39 一1．51 一2．04
X＝50 ×10■3 ×1O■1 ×10■3 ×10－2 ×10■5 ×10■3 x！O’2 ×10
Y＝300 1 一〇．64 一1．02 ＿5．23 1．73 一5．08 0．34 一〇．27 一2．03
X＝50 ×10－3 ×10’1 x1O■ ×10■2 ×10－5 ×10－3 ×1〇一2 x1O



















































































































































No　　1 2 3 4 5　　6 7　　8 9 10 11
一594X
609 一297 304 一606 一1 300 一313 294 ＿622　610
（十3） （一3） （十3） （一1） （一6） （一1） （一5）　　1 （一13） （一11） （一16）（一2）





（十3） （一2） （十4） （一4） （一3） （一6） （0）1　■ （一2） （十5） （十5）（十4）
5191’ 7303 5712 5706 6237 6246 6250 6770 6782 7313 7303
Z
■ （十1） （十13） （十2） （一4） （一12） （一3） （十1） （十1）
，
（十13），（十23）　　　■
（十13）
■　　　　　u一　　’
（単位mm）
一95一
　　　　　　　　　　国立防災科学技術セソター研究報告　第16号　1976年12月
　　今回は・土砂流上の1点の動きを解析するにとどまったが，本計測法を用いて，近距離に
　位置する土砂流上の各測定点の動きを解析できるという緕論を得た．
　7．結　　　論
　　16mIn撮影機を測量機器として使用する場合，16mmフィルム上の固定点像の読み取り
　値は，フィルムの機械的歪み，フィルムの局部的な転位等により図2に示すように一定の分
　布を示す．このため外部標定に一定の誤差を含み．この外部標定要素の含む誤差が3次元解
　析測量値の誤差の支配的な因子となる・そこで，6m前方の測定点位置（Xγ，Z）の解析
　精度を土40mm以下にする事を目標に，最小2乗法を用いた外部標定法を展開し，フィル
　ム投影画面上の標定点像位置を±0．05mm以下の誤差範囲内で測定できる場合，上述の目
的に達するという結論を得た．また，投影画面上の標定点像位置の読み坂り値が±0．05
mm～±0・5mmの誤差を含む場合・投影画面上の光軸の中心位置を士0．5mmの誤差範
囲内で機械的に求める方法をとる事によって，上述の目的を達するという結論を得た．ま
た・16mm撮影機を用いた3次元座標値の解析精度は，6m前方の測定点に対して，±20
mm～±40mmが隈界と考えられる・従って，16mm撮影機を用いた計測手法は，適用範
囲（撮影距離6m～30m）を限る事によって有効た手段となる．これを斜面崩壊実験に適用
したところ・6m前方の流動土砂の移動量をXγ，Z方向について，各々±20mm，±
10mm，±40mm以下の精度で検出することが出来た．この方法において，肉眼による投
影画面上の測定点像位置の読み坂り量が非常に多い欠点はあるが，実験斜面の流動土砂の移
動量を測定する方法として有効である婁がわかった．
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　本研究を遂行するに当たり・国立防災科学技術セソター大型実験研究部木下部長，同降雨
実験室寺島室長，同研究室佐藤照子氏，高田孝三氏，青木秀夫氏に御指導御協力をいただい
た．また，解析にあたって，第3研究部渡辺部長，同計測研究室勝山室長，同研究室の方々
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